
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
可
以
登
楼 

○
株
式
会
社 

大
山
建
設

○
川
島
酒
造 

株
式
会
社

○
株
式
会
社 

桑
原
組 

○
有
限
会
社 

宏
和
商
事

○
税
理
士
法
人
・
小
畑
会
計
事
務
所

○
有
限
会
社 

白
浜
荘

○
社
会
福
祉
法
人 

新
旭
み
の
り
会

○
ソ
エ
ダ 

株
式
会
社 

○
田
中
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
務
所

○
株
式
会
社 

Ｔ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
鉄
屋
商
事 

株
式
会
社

○
寺
子
屋
ま
な
ざ
し
童
心
塾

○
株
式
会
社 

戸
井
薬
局 

○
と
も
栄 

藤
樹
街
道
本
店

○
中
村
印
刷 

株
式
会
社

○
株
式
会
社 

中
村
測
量
設
計 

○
ニ
ッ
ケ
イ
工
業 

株
式
会
社

○
有
限
会
社 

馬
場
塗
装

○
三
田
村
印
刷 

株
式
会
社　

  

○
有
限
会
社 

綿
庄
食
品
店  　
　

（
五
十
音
順
）
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周
り
の
人
々
の
幸
せ
を
…

　

平
成
最
後
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
本

年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
幸
せ
な
年
と
な
る
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
暮
れ
に
「
幸
せ
な
明
日
を
め

ざ
し
て
」の
特
集（
朝
日
新
聞
12
月
31
日
）に
、

二
度
の
宇
宙
飛
行
を
経
験
さ
れ
た
向
井
千
秋

さ
ん
の「『
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
』捨
て
て
こ
そ
」

と
題
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
生
命
体
が
共
に
暮
ら
す
豊
か
な

地
球
。
貴
重
な
多
様
性
を
守
る
に
は
、
個
々

人
が
自
分
を
第
一
に
考
え
る
「
◯
◯
フ
ァ
ー

ス
ト
」
で
は
な
く
、
周
り
の
人
々
の
幸
せ
を

考
え
て
行
動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん････

と
、
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

確
か
に
今
の
社
会
は
、
人
や
家
・
村
の
孤

立
化
が
進
み
、
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ

ワ
ハ
ラ
等
人
権
侵
害
事
案
が
顕
著
化
す
る
な

ど
、
人
々
の
共
生
に
逆
行
す
る
流
れ
が
見
ら

れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
時
勢
へ
の
危
機

感
か
ら
、「
絆
」「
繫
が
り
」「
協
働
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
重
視
す
る
、
所
謂
「
揺
り
戻

し
」
も
顕
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

向
井
さ
ん
の
「
周
り
の
人
々
の
幸
せ
を
考

え
て
行
動
す
る
」
に
応
え
て
、
自
分
の
で
き

る
範
囲
で
の
小
さ
な
一
歩
を
歩
み
出
す
年
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　

地
域
の
福
祉
サ
ロ
ン
・
見
守
り
活
動
で
、

子
供
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
地
域
学
校
協

働
活
動
で
、
災
害
時
の
共
助
に
向
け
て
、

･････　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｍ
）

　

あ 

と 

が 

き

　
「
藤
樹
書
院
参
拝
者
の
推
移
と

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
村　
洋

《
参
拝
者
数
は
？
》            

　

藤
樹
書
院
に
は
全
国
各
地
や
最
近
で
は
中

国
、
韓
国
か
ら
参
拝
者
の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。

「
藤
樹
書
院
に
は
年
間
、
何
人
く
ら
い
の
参

拝
者
が
あ
る
の
？
」

　

参
拝
者
の
状
況
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
手
元
に
記
録
の
あ
る
平
成
九
年
度
か
ら

見
て
い
く
と
、
次
表
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

平
成
二
十
年
は
中
江
藤
樹
生
誕
四
百
年
祭

が
あ
り
一
万
人
を
超
え
る
参
拝
者
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
五
千
人
～
六
千
人
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
（
単
位
は
人
）

　

月
別
で
見
る

と
や
は
り
四

～
五
月
、
十

～
十
一
月
の

気
候
の
良
い
時

期
、
行
楽
期
が

五
百
～
六
百
人

と
多
く
、
二
月

が
二
百
人
台
で
、

積
雪
期
や
寒
さ

で
出
難
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年

度
は
「
猛
暑
の

夏
」
も
あ
っ
て

賛
助
会
員
一
覧

お　願　い
　寄稿やご意見（藤樹会
　や本会報等について）
　をお寄せください。　

〒520-1531　　　　　　　　　
高島市新旭町饗庭2788　　
　　三田村治夫（広報担当）宛
TEL・FAX：0740-25-2246
E-mail:
mitamura.haruo@ruby.plala.or.jp

例
年
ど
お
り
の
五
千
人
に
な
る
の
か
？
ど
う

か
？
と
い
う
状
況
で
す
。

《
参
拝
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
》　

  

藤
樹
書
院
で
は
参
拝
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
・
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
藤
樹

書
院
の
一
日
は
、
書
院
境
内
と
良
知
館
の
掃

除
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
「
庭
が
美
し
い
」

「
庭
の
手
入
れ
も
行
き
届
い
て
い
る
」
と

言
っ
た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

そ
の
ほ
か
、
「
解
説
の
内
容
が
と
て
も
面

白
い
、
扁
額
を
一
人
で
拝
見
し
て
も
よ
く
判

ら
な
い
が
、
意
味
を
持
っ
て
知
る
こ
と
が
出

来
た
。
又
、
実
際
に
住
み
教
え
ら
れ
た
土

地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
嬉
し

い
。」
「
『
致
良
知
』
私
も
心
掛
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
「
町
全
体
が
と
て

も
き
れ
い
で
、
整
っ
て
い
て
き
ち
ん
と
暮
ら

さ
れ
て
い
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。
藤
樹
先
生

の
教
え
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。」
「
藤
樹
先
生
の
思
想
に
触
れ
る
事
が

出
来
、
楽
し
め
ま
し
た
。」
「
『
藤
樹
』
と

い
う
名
前
の
由
来
や
教
え
を
知
り
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
「
ど
う
ぞ
後
の
世

に
も
繋
げ
て
行
っ
て
欲
し
い
で
す
。」
な
ど

な
ど
。

　

参
拝
者
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
は
少
な
い
の

で
す
が
、
藤
樹
先
生
の
教
え
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
な
ど
、
永
く
続
い
て
き
た

参
拝
者
へ
の
説
明
に
よ
っ
て
理
解
が
深
ま
っ

た
と
思
わ
れ
る
感
想
が
多
く
、
引
き
続
き
参

拝
者
の
皆
さ
ん
を
温
か
く
お
迎
え
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
年
中
無
休
で
す
、
思
い

立
っ
た
ら
藤
樹
書
院
へ
。

藤
樹
書
院
・
良
知
館
通
信
⑧
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